
子どもの反抗・自己主張とそれに対する母親の感情および対処

-2歳と 3歳との比較-
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本論の目的は、子どもの反読・自己主張の状況を 2歳と 3歳とで比較し、子どもの発達

的変化に対する母親の感d請と対処の構造とを明らかにすることであった。対象は、子ども

の反抗期に関するプロジェクト研究に 1歳時点で登録した母親のうち、 2歳時点の調査に

応じた117名とさらに 3歳まで応じた97名であった。子どもは全て核家族の第一子であっ

た。 5つの課題を検討した結果、 3歳点で反抗は5害jが、自己主張は7害jが強まったと認

知されていた;反抗的になる場面は替定の場悪からより多様な場面へと変化した;3歳の

自己主張には質的な変化が生じていた;3歳の母親は、 2歳の母親よりも否定的感情をよ

り強く惑じていた;子どもの反抗・自己主張の変化は母親の対処に影響を与えており、 3

歳の母親の対処はより明確な構造をもっていた;3歳の洗練されない自己主張が力による

統制ゃいいなりといった母親の対処へ彦響し、さらに母親の否定的感情を通して権威的対

越へ影響を及ぼしていた。縦断データの特徴を活かした、さらなる分析の必要性が議論さ

れた。

問題

成人期の発達への関心が高まり、とりわけ親に関す

る研究の進震によって、子どもの発達的変化が親行動

の再組織生という課題を浮上させることが明らかにさ

れている(氏家・高潰、1994;柏木・若松、 1994)。こ

の考えにしたがえば、 2歳頃かち本棒化する子どもの

反抗期は、まさに親に新たな発達課題をつきつけるこ

とになる。

心理・社会的危磯の概念によって入聞の一生涯を傍

撤する視点を提洪したのはErikson(1989)であった。

彼によれば、成人期にいる親の対立命題は f生殖性対

昌己-耽溺と停滞jである。その解決によって[世話j

が現れてくるという。一方、本論で対象とする幼児期

初期の子どもの対立命題は、「自律性対恥、疑惑jで

ある。その解決によって「意志jが現れてくる。これ辻、

f反抗的な衝動に完全に身を委ねて誰にも依存してい

ないかのように振る舞おうとする時と、他者の意志を

自分自身に強制して再び依存的になる時があることで

ある。この二つの均衡をとるために、芽生え始めた意

志の力が、自由な選択と自己-抑制の成熟をともに助

けるのであるJ(pp.105-106)。したがって、子どもの

意志をいかに扱うか、つまり新たな状態にある子ども

の世話は、親にとっての新たな開題となるのである。

坂上 (2∞5)によれば、歩行開始期の子どもをもっ
親は、子どもとの関係性の再編という発達課題に直面

する。当初、親は子どもの反抗や自己主張に巻き込ま

れるものの、やがて末分化であった子どもの視点と母

親自身の視点(ソーシャライザーの視点と個人的視点)

の分化と統合を果たしてゆくという。換言すれば、親

子といえども独立した人格をもっ存在であることを認

識し、子どもの自律性を考慮した対応が可能になると

いうことであろう。とはいえ、横額的データをベース

にしているため、システムの変化のプロセスが搭かれ

ていない点に課題があろう。

高漬・渡近・坂上・高辻・野津〈投稿中)は、親子

システムの変容プロセスを縦断データにもとづいて検

討した。子どもが2歳になる前から l年以上にわたっ

て繰り返し直接をおこなった結果、子どもの反抗や自

己主張が本格化すると、定常状態にあった親子システ

ムに変化がもち込まれる。高まりゆく反抗・昌己主張

は、システムの平衡状態を崩すことになり、その結果

システムにはさまざまな資源がもち込まれるようにな

る。さらに子どもの言語発達や生活習震の確立などの

変化にのって、親はそれまでの行動を再調整し、やが
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て子どもの発達的変化に適応していった。 罷査方法:1歳時点での参加者のリクルートの詳掘や

これらはごく最近おこなわれた研究であるが、この 対象の属性については、高漬・渡辺 (2∞6)を参照さ
タイプの研究はこれまであまりおこなわれていない。

日本には子どもの長抗期に関する組織的なデータが橿

めて少なく(唯一Ujiie，1977 ;民家， 1995があるの

み〉、この時期の子どもをもっ親へのアドバイスはー

殻論や経験的なものが多い。しかも子どもの発達に中

心的関心があり、親が自分自身の行動をいかに調整す

るか、親の抱く惑曹をどのように扱うのかといった観

点はほとんどみられない。親への支援を検討するには、

親側に集点化した研究が不可欠と考えられる。

このような実清をふまえ、本研究プロジェクトは実

証的なデータを奴集し、その結果をふまえて親への支

援を検討することを目的にスタートした。本論では 2

裁と 3歳のデータにもとづいて、子どもの反抗・自己

主張とそれに対処する親の行動の発達的変化を検討す

ることが目的である。

本論のデータは縦断データであり、今後3年間の子

どもの発達的変化とそれに対する親の認識や親行動の

変色を、 1歳時点で測定した気質や親の認識する子ど

もの扱いにくさなどとの関連から詳細に分析する予定

である。その前設階として、 2歳と 3歳の反抗と自己

主張の実靖、およびそれに対する親の反応を比較検討

しておきたい。

本論の検討課題は、(1)反抗・自己主張は加齢にとも

なってどのように変化するか、 (2)子どもの反抗・自

己主張の変化を、 3歳時点で親がどのように認知す

るか、 (3)子どもが反抗的になるのはどのような時か、

そして加齢による違いがあるか、 (4)2歳と 3歳にお

ける子どもの反抗・自弓主張にはいかなる違いがある

か、 (5)子どもの反抗・自己主張が、親の感情や行動

にどのような影響を及ぼすか、また、子どもの年齢に

よってその影響ζは違いがあるか、の 5点である。

方法

調査対象:子どもの反抗期についてのプロジヱクト研

究に 1歳時点で登録した236名の母親のうち、 2歳時

点の費問紙調査に志じた117名と、さらに 3歳までの

継続調査に感じた97名である。子どもは全て核家族

の第一子であった。なお 2歳時点の協力者の内訳は、

愛知県下のA市在住者が36名、東京都下のB市在住

者がお名であった。 3議時点の協力者は、 A市在住

者が29名、 B市在住者が68名であった。本論では両地

域のサンプルを合算して分析する。
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れたい。 l歳時点でこの研究プEジェクトに登録し

た236名のうち継続参加が可能と回答した約 7訴の母

親に対して、子どもの 2歳の誕生日を目途に第 2回

目の調査表を送付した。回答者は117名で、田叙率は

67.4%であった。この巨答者に対して、子どもの3歳

の誕生日を目途に第3@l巨の調査表を送付した。回答

者は97名で、回収率は82.2%で、あった。

語査内容:質問紙は次の 4つの内容から構成されて

いる。①人口統計学的変数:家族の状況(父母の年齢、

最終卒業校、職業、結婚年数など)、②子ども変数:

子どもの生育歴、行動特徴、扱いやすさ、反抗の状況、

③母親変数:しつけの巨標、反抗の扱い、親業ストレ

ス(窺業に対する自イ言、親役割による欲求不満など)、

母親としての評価、指うつ性、ソーシャルサポートな

ど、③夫婦変数:夫婦関係〈妻に対する夫の態度、愛

情関係)。各年齢ごとの費問紙の項目は、子どもの行

動特徴に関する内容が異なっており、 l歳で泣気糞特

徴について、 2歳と 3歳では反抗や昌己主張について

尋ねた。

分析方法:子どもの反抗や自己主張の状況と、それに

対する母親の感情および母親の対処方略を分析の対

象とした。 2歳と 3歳に共通する内容は、①子ども

の反抗の程度、②子どもが反抗的になる時 (5項目)、

③子どもの反抗的態度に対する母親の感情 (8項吾〉、

③子どもの反抗への母親の対応(13項目)、⑤子ども

の自己主張の程度、⑤子どもの反抗・自己主張のしか

た (7項自)、⑦子どもの自己主張への母親の対応 (5

項目)であった。 3歳のみの項目は、③2歳時点と比

較した子どもの反抗および自己主張の変イヒについての

評価であった。

① 子どもの反抗の程度については、「まだそれほど

感じないJIいくらか反抗的かなと思うJIかなり反

抗的になってきたJI非常に反抗的である」の4件法

で回答してもらった。

② 子どもが反抗的になる時については、「子どもの

行動を中断させようとする時JI子どもの行動にな

れこれ口をはさむ時Jr子どもに何か依頼する時j
「テーブルマナーなど、あるルールに従わせようと

する時JI親の選択を子どもに押しつけようとする

時Jの中から、あてはまる場面を複数選択してもらっ

た。



③子どもの反抗的態震に対する母親の感情について

は、「国惑してしまうJr援が立ってしまうJrいらだ、っ
てしまうJr馬鹿にされたように感じるJrいやになっ
てしまうJrがっかりしてしまうJr元気がでるJrう
れしいjの8項目について、 fよくあるJrかなりあ
るJr時々あるJrあまりないJr全くないjの5件法
で自答してもらい、それぞれ順番に 1点から 5点

を与えて得点化した。なお得点が高いほどそれぞれ

の惑靖を強く惑じていることを示すようにリコード

しである。

③子どもの反抗への母親の対応について辻、{腹が

立って、本気で、怒ってしまうJrいうことを聞かせ
るためζ体罰を加えるJrいうことを聞かせるため
に脅しを用いるJrいうことを聞かせるためにごほ
うびをちらつかせるJrもう知りませんjといってし
ばらく無視するJr外に出したり、別室に関じ込め
たりするJr子どもが折れるまで、初めの要求をし
続ける(意地になって)Jr子どもが従うまで、根気
よく待ち続けるJr自分が折れて、子どものいいな
りになってしまうJr子どもが納得できるようにい
い方をいろいろと変えて説得を試みるJr困惑して、
どうしてよいか分からなくなるJr子どもの考えや
反抗の理由をいわせようとするJrとりあえず、子
どもの好きなようにさせてから(満足させてから)、

改めて初めの要求をするjの13項目について、 fよ

くあるJrかなりあるJr時々あるJrあまりないJr全
くないjの5件法で回答してもらい、それぞれ順番

にl点から 5点を与えて得点化した。なお得点が

高い法どそれぞれの対応を頻繁に用いることを示す

ようにリコードしである。

⑤子どもの反抗・自弓主張の程度については、 fま

だそれほど感じないJrいくらか感じるJrかなり自
己主張的になってきたJr非常に自己主張が強いjの
4件法で回答しでもちった。

⑤子どもの反抗・自己主張のしかたについては、

fはっきりと自分のやりたいことをいうJr rいや
だけとか fやるJr欲しいjという主張を繰り返し
続けるJr親のいうことに耳を貸さず、自分の患っ
た通りにし続けようとするJrかんしゃくを起こし
たりだだをこねて我を通そうとするJrものを投げ
たり叩いたりけったりして我を通そうとするJr泣
いて我を通そうとするJr祖父母や父親など甘い入
に頼って自分の思い通りにしようとするjの7項目

について、「よくあるJrかなりあるJr時々あるJrあ
まりないJr全くないjの5件法で回答してもらい、

それぞれ順番に 1点から 5点を与えて得点化した。

なお得点が高いほどそれぞれの行動を頻繁にとるこ

とを示すようにリコードしである。

⑦子どもの自己主張への母親の対応については、[危

険でなかったり勉人に迷惑をかけないものであれ

ば、子どもの主張を尊重し思い通りにさせるJr基
本的には子どもの思い通りにさせるが、やり方など

に条件をつけるJr子どもの主張を無摸し、あくま
でも窺の思い通りにさせようとするJr子どもに受
け入れられるような妥協案を考え提案するJrー震
いいだしたら聞かないので、放っておく」の 5項目

について、「よくあるJrかなりあるJr時々あるJrあ
まりないJr全くないjの5件法で回答してもらい、
それぞれ順番に 1点から 5点を与えて得点位した。

なお得点が高いほどそれぞれの対応を頻繁に用いる

ことを示すようにリコードして毒る。

③ 2歳時点と比較した子どもの反抗および自己主

張の変化についての評錨は、 2歳時点と比べて反抗

あるいは自己主張が、[落ち着いたJr変化は立いJr強
くなったJの3件法で田容してもらった。

結果と考察

1.母親の認知した反抗・畠E主張の変化

(1) 反抗・自己主張の加齢による変化

母親に子どもが反抗的になったと感じるかを尋ねた

結果をFigure1に、同議に自己主張が強くなったと

感じるかを尋ねた結果をFigure2に示した。

60 

50 

40 

%30 

20 

10 

O 
まだ・不明 いくらか かなり 非常に

Figure 1 反抗的になったと感じるか

程度の差はあるが、 8蔀から 9書目の子どもが反抗的

になったと認識されていた。 2歳では fいくらか」が

6蔀近くを占めるが、これは反抗期の始まりを示して

いるのかもしれない。またどの年齢においても 4説弱

の子どもの反抗が[かなりJr非常にjと認知されてい
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る。また、 3歳で辻 fまだ・不明jが約2観あったが、

これらの自答識には激しい反抗かち抜け出したことを

説明する記述があった。
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Figure 2 自己主張が強くなったと感じるか

一方、昌己主張は 2歳と 3歳とでは異なった様相

をみせている。 2農は「いくらかjが最も多くて 4割

強を占める。 3歳では{かなりJが5割で最も多く、「葬

常ζjも含めると 8割以上の子どもが強い自己主張を

示していると推測される。 2歳と比較した 3歳の特徴

辻、自己主張がよ号強まることにあるようだ。

(2) 子どもの反抗・自己主張の変北の評髄

3歳時点で、母親が反抗・自己主張の変化をどのよ

うに評値したのかをFigure3に示した。反抗と自己

主張を比較すると、その評缶が異なることがわかる。
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Figure 3 3歳時点における反抗・自己主張の変化
(2歳との比較)

まず、反抗は 5割の母親は「強くなったjと回答し

た。 f落ち着いたjは3割、「変化なしjは約2割であっ

た。一方自己主張は7割の母親が「強くなったjと回

答した。 f落ち着いたJは l雷、「変化なしjは約2割

であった。反抗に詑べて自己主張は3歳以降ますます

増大することがうかがえる。
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2. 子どもの反抗・自己主張の年齢による椙違

(1) 子どもが反抗的になる時を集計した結果を

Figure 4に示した。ここでは複数回答を求めたので、

それぞれの場匡の集計数を総回答数で除して割合を

算出した。

親む選f界主謀
あるjレミすE手探
子議鍔幸
子8223鶴
子522雪聖子鶏

o 10 20 30 40 50 
% 

Figure 4 子どもが反抗的になる時

まず年齢による顕著な場面の違いは認められない。

いずれの年齢でもどの場面にも該当者がいることがわ

かる。 2歳では f子どもの行動を中断させようとする

時jが4割と最も多く、次いで fあるルールに従わせ

ようとする時jが2富強を占める。

3歳でも f子どもの行動を中断させようとする時j

が 3割強と最も多いが、他のどの場亘もほぼ2議前

後を占めている。つまり、 2歳のように特定の場面で

反抗的になるというよりは、さまざまな場面で反抗的

になる傾向があるようだ。

Table 1 反抗的になる場面数の比較

人数総場面数平均値 分布 SD t値
2議 115 242 2.10 1-5 0.86 1.06 
3歳 95 213 2.24 1-5 1.03 nふ

次に、反抗的になる場面数に差があるかどうかを検

討した。個人ごとの合計場面数を集計し、年齢ごと

の平均場面数を算出した結果をTable1に示した。 2

歳と 3歳の平均場面数はそれぞれ2.10と2.24で、ここ

には脊意な差はなかった。とはいえ、 3歳の標準信差

が2歳より大きいことから、 3歳になると個人差が大

きくなることが推澱される。

(2) 子どもの反抗・自弓主張の変化

2歳と 3歳の反抗・自己主張尺度の各項自の平均得

点をTable2に示した。有意な年齢差が認められた

のは3項巨であった。

2歳の平均値が有意に大きい項目は「かんしゃく



Table 2 2歳と 3歳における子どもの反抗・自己主張尺度の平均値 (2裁が上段、 3歳が下段〉

項目

はっきりと自分のやりたいことをいう

fいやだ!Jとか fやるJI欲ししりという主張を
繰り返し続ける

親のいうことに耳を貸さず，自分の患った通りに

し続けようとする

かんしゃくを起したりだだをこねて我を通そうとする

平均値

3.78 
4.34 

SD 

1.18 
0.78 

2時点の差(t 値〉
有意確率

-4.64 
.000*** 

9.95 .00 
9.93 1.000 
0.99 -.56 
0.94 .577 
1.08 2.19 
1.12 .031ネ

ものを投げたり叩いたりけったりして我を通そうとする

4.03 
4.03 
3.21 
3.27 
3.48 
3.23 
2.92 
2.68 
3.40 
3.37 
2.52 
2.87 

1.21 1.70 

泣いて我を通そうとする

裡父母や父親など甘い人に頼って自分の思い通り

にしようとする

尺震の合計得点の平均

Table 3 2歳と 3歳ζおける母親の感靖尺度の平均値

項目 N 

0SI惑してしまう 94 
94 

援が立ってしまう 95 
95 

いらだってしまう 96 
号6

馬麗にされたように感じる 94 
94 

いやになってしまう 96 
96 

がっかりしてしまう 94 
94 

元気が出る 96 
96 

うれしい 94 
94 

尺度の合計得点の平時 87 
87 

を起したりだだをこねて我を通そうとするJ合<.05)

であった。一方 3歳の平均値が有意に大きい項目は

「はっきりと告分のやりたいことをいうj争<.001)と

「祖父母や父親など甘い入に頼って自分の患い通りに

しようとするj争<.0ρの2つであった。 3歳が言語

発達によってより主張的になっていること、またかな

りストラテジックな自己主張をしていることがうかが

える。なお、尺度の合計得点の平均値には有意差がな

かった。

23.34 
23.78 

注. N=97 

1.25 .093 
1.09 .24 
1.08 .812 
1.12 -2.70 
1.15 .008** 

4.35 -.99 
4.66 .324 

***p<.001， **p< .01， *p<.05 

(上設が2歳、下設は3歳〉

平均値 SD 2時点の差(t 僅)
有意確率

3.06 1.11 .38 
3.01 1.10 .70 
3.35 1.04 -3.17 
3.68 1.05 .002** 

3.47 0.99 -2.55 
3.72 0.99 .013* 

1.35 0.56 -4.79 
1.82 0.97 .000** * 

2.88 1.13 ー2.39
3.15 1.21 .019* 

1.94 0.91 -2.40 
2.22 1.01 .018* 

1.68 0.81 1.54 
1.55 0.83 .128 

1.83 0.94 1.80 
1.68 0.90 .075 t 

19.60 4.00 -2.91 
20.94 4.88 .005 * * 

注 ***p<001*ネ <.01.* v<.05 p<-.Ul， P t .10<p <.05 

3. 子どもの年齢による母親の感情と対処の椙違

(1) 母親の担く惑債

子どもの反抗・自己主張が、競の感情や行動にどの

ような影響を及ぽすかを検討する。各年齢の母親の感

情尺度の各項巨の平均得点をTable3に示した。

有意な年齢差が認めちれたのは 8項呂中 5項目、

有意傾向が認められたのは 1項目であった。 2歳の平

均値が有意に大きい傾向があったのは fうれしいjだ

けであった。 3歳の平均値が有意に大きい項自はJ罵

鹿にされたように感じるj争く.00刀、「腹が立ってし
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Table 4 子どもの反抗に対する母親の対応尺度の平均値 (上段が2議，下設は 3歳〉

項目 N 平均植 SD 2時点の差(t 値〉
有意確率

腹が立って本気で怒ってしまう 96 2.73 0.88 -4.63 

96 3.16 0.96 .000*キ*

いうことを開かせるために体罷を加える 96 1.90 0.77 -2.62 

96 2.10 0.92 .010* * 

いうことを開かせるために脅しを加える 97 2.18 1.05 -4.98 

97 2.72 0.99 .000ネキネ

いうことを聞かせるためにごほうび 97 2.71 1.20 -0.89 

をちらつかせる 97 2.80 0.98 .378 
もう知りませんjといってしばちく 97 3.20 0.92 -1.56 
無視する 97 3.35 0.96 .124 

外に出したり、別室に関じ込めたりする 97 1.38 0.71 -2.76 

宮7 1.61 0.86 .007* * 

子どもが折れるまで初めの要求をし続ける 97 2.06 0.90 -2.00 

97 2.25 0.93 .049* 

子どもが従うまで¥根気よく待ち続ける 97 3.09 0.87 -0.19 

97 3.11 0.93 .847 

自分が折れて、子どものいいなりに 97 2.65 0.84 2.91 

なってしまう 97 2.38 0.91 .004* * 

子どもが納得できるようにいい方を 97 3.69 0.94 -2.35 

いろいろと変えて説得を試みる 97 3.87 0.91 .021 * 

困惑して、どうしてよいか分からなくなる 97 2.18 0.94 -0.68 

97 2.25 0.97 .497 
子どもの考えや反抗の理由をいわせ 97 2.37 1.09 -9.74 
ょうとする 97 3.30 1.01 .000* *ネ

とりあえず、子どもの好きなようにさ 97 3.15 0.96 1.18 
せてから、改めて初めの要求をする 97 3.01 0.93 .242 

尺度の合計得点の平均 118 2.56 0.41 -5.67 

96 2.76 0.41 .000*** 

注.***pく.001，**p< .01， *p<.05 

Table 5 子どもの自己主張に対する母親の対応尺度の平均値 (上段が2蔑，下段は 3歳)

項目 N 

危験でなかったり他人立迷惑をかけないものであ 94 

れば、子どもの主張を尊重し患い通りにさせる 97 
基本的には子どもの思い通りにさせる 97 
が、やり方などに条件をつける 97 
子どもの主張を無規し、あくまでも親の 97 
思い通りにさせようとする 97 
子どもに受け入れられるような妥協案を 97 
考え提案する 97 
一度いいだしたち聞かないので、放って 97 
おく 97 
尺度の合計得点の平均 118 

97 

まうJ(p<.0刀、「いらだ、ってしまうJ<1ヲ<.05人{がっ

かりしてしまうj争<.05)であった。加えて尺度の合

計得点にも有意な差があり、 3歳の母親の方が平均値

が大きかった争<.0ρ。3歳の母親はさまざまな否定

的感需をより強く感じているのである。

20 

平均値 SD 
2時点の差(t値)
宥意確率

3.85 .81 .63 

3.78 .84 .530 

3.32 .92 ー2.24

3.57 .97 .028* 

2.20 .73 .55 
2.15 .74 .582 

3.11 .85 司3.10

3.42 .84 .003* * 

2.52 .79 1.58 
2.35 .87 .117 

2.97 0.44 -1.16 
3.06 0.42 .248 

注.**p<.Ol， *p<.05 

(2) 母親の反抗・自己主張への対応

子どもの反抗に対する母親の対応をTable4に、子

どもの自己主張に対する母親の対応をTable5に示し

た。

それぞれの尺度の各項目の平均得点をみると、反

抗への対応で、は有意な年齢差が認められたのは13項



自のうち 8項目であった。 2歳の平均値が有意に大

きかったの泣「自分が折れて、子どものいいなりに

なってしまうJ(p<β1)の 1項目だけであった。後の

7項目、すなわち f腹が立って本気で怒ってしまうj

(p<.001)、[いうことを聞かせるためにごほうびをち

らつかせるJ(p<.001)、「子どもの考えや反抗の理由

をいわせようとするj争<.00ρ、[いうことを聞かせ

るために体罰を加えるj争<.01)、f外に出したり、別

室に閉じ込めたりするJ(p<.0ρ、「子どもが折れるま

で初めの要求をし続けるJ(p<.05)、f子どもが納得で

きるようにいい方をいろいろと変えて説毎を試みるj

争<.05)は、 3歳の母親の平均植が有意に大きかった。

自己主張への対志で、は 5項目のうち 2項目に脊意

な年齢差が認められた。それらは f一度いいだしたら

開かないので、放っておくj争<.01人 f基本的には子

どもの思い通りにさせるが、やり方などに条件をつけ

るjφ<.05)で、いずれも 3歳の母親の平均値が有意
に大きかった。

これらの項目群には、一般に洗練された自己主張を

育てるとされる対応と反抗や自己主張を押さえ込んで

しまうとされる対応とがミックスされている。 3歳の

母親では、子どもを説得するための対応がとられてい

る一方で、強圧的な対応も 2歳より多く用いられてい

るようだ。年齢によって母親の対応の構造が異なる可

能性が示唆されるため、次に因子分析によって探索的

に検討してみたい。

(3) 母親の対処の構造的変化

2時点の評定結果をそれぞ、れ主成分分析し、パリ

マックス回転をおこなった。その結果、 2歳では抽出

された6国子までで全分散の64.6%が説明され、 3歳

では抽出された 5因子までで全分散の60.1%が説明さ

れた。 2歳における母親の対処の因子構造をTable6 

に、 3歳における母親の対処の因子構造をTable7に

示した。

まず2歳の結果かち検討する。第 1国子は、 fいう

ことを開かせるために体罰を加えるJ、「いうことを聞

かせるために脅しを加えるj、「いうことを聞かせるた

めにごほうびをちちつかせるJ、rrもう知りませんi
といってしばらく無視するj、「一度いいだしたら聞か

ないので、放っておくjといった強圧的な対応に関す

る項目からなりたっているため、く力による統轄〉

と命名した。

第2国子は「とりあえず、子どもの好きなようにさ

せてかち、改めて初めの要求をするJ，r危険でなかっ

たり他人に迷惑をかけないものであれば、子どもの主

張を尊重し患い遥りにさせるJ，r基本的には子どもの
思い通りにさせるが、やり方などに条件をつけるj、

r( -)子どもの主張を無視し、あくまでも親の患い通
りにさせようとするJといった子どもの立場を尊重し

た項目からなりたつため、く子どもの立場を考慮した

対処〉と命名した。

第3因子は、{腹が立って本気で、怒ってしまうJ，r外
に出したり、別室に関じ込めたりするj、「子どもが折

れるまで初めの要求をし続ける」といった親の権戒を

行使する項目からなりたつため、く権威的対処>と命

名した。

第4因子は、「子どもが納得できるようにいい方を

いろいろと変えて説得を試みるJ，r子どもの考えや反
抗の理由をいわせようとする」、[子どもに受け入れら

れるような妥協案を考え提案するjといった親と子の

交渉に関する項目からなりたつため、く交渉による対

処>と命名した。

第 5医子は、[自分が折れて、子どものいいなりに

なってしまうJ，r密惑して、どうしてよいか分からな
くなるjといった親の函惑を示す項目からなりたつた

め、くいいなり・放置>と命名した。

第6因子は、「子どもが従うまで、根気よく待ち続

ける」のみで、く子どもを待つ対処〉と命名した。

次に 3歳の結果を検討する。第 1因子はJ襲が立っ

て本気で、怒ってしまうj、rrもう知りません』といっ
てしばらく無視するJ，r外に出したり、別室に関じ込
めたりするj、f子どもが折れるまで初めの要求をし続

けるjといった親の権威を行使する項目からなりたつ

ため、く権威的対処>と命名した。

第 2因子は「いうことを開かせるために体罰を加え

るj、{いうことを聞かせるために脅しを加えるJ、「い

うことを聞かせるためにごほうびをちらつかせるム

「外に出したり、別室に閉じ込めたりするj、r(-)子
どもが従うまで、根気よく待ち続けるjといった強圧

的な対応に関する項目からなりたつため、く力による

統制〉と命名した。

第3医子は、「子どもが納得できるようにいい方を

いろいろと変えて説得を試みるLr子どもの考えや反
抗の理由をいわせようとするJ，r基本的には子どもの
思い通りにさせるが、やり方などに条件をつけるj、「子

どもに受け入れられるような妥協案を考え提案するj

といった親と子の交渉に関する項自かちなりたつた

め、く交渉による対延〉と命名した。

第4因子は、 r(-)困惑して、どうしてよいか分か
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Table 6 2歳における母親の対処の国子構造

項目

いうことを関かせるためにごほうびをちら

つかせる

危険でなかったり他人に迷惑をかけないも

のであれば、子どもの主張を尊重し患い通

りにさせる

基本的には子どもの患い通りにさせるが、

やり方などに条件をつける

とりあえず、子どもの好きなようにさせて

から、改めて初めの要求をする

子どもの主張を無視し、あくまでも親の思

い通りにさせようとする

Table 7 3歳における母親の対廷の因子構造
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ちなくなるム「危険でなかったり他人に迷惑をかけな

いものであれば、子どもの主張を尊重し思い通りにさ

せるjといった子どもの立場を尊重した項巨からなり

たつため、く子どもの立場を考慮した対処>と命名し

た。

第 5因子は、 f自分が折れて、子どものいいなりに

なってしまうム「とりあえず、子どもの好きなように

させてから、改めて初めの要求をするJ~ r一度いいだ
したら聞かないので、放っておくjといった親の圏惑

を示す項目かちなりたつため、くいいなり・放置>と

命名した。

以上にもとづいて 2時点の母親の対処を比較する

と、まず因子のまとまり具合からは、子どもの反抗・

自己主張への対処が加齢によってより明確な構造をも

つようになることが示唆された。すなわち、 2歳では

5冨子であった構造が、 3歳では5因子にまとまった

からである。この変化は、子どもの反抗・自己主張の

強まりがもたらしたものであろう。その結果、親の対

処は力で抑える、権威に従わせする、あるいは子ども

と交渉する、子どもの立場を考恵する、そしていいな

りになる・放置するというパターンに収束する。

3歳時点の反抗や自己主張は、 Figure3の母親

の評定結果かちは強まる額向が読みとれた。さらに

Table 3の母親の感情尺度の平均値から、 3歳の母親

は全ての否定的感需をより強く感じていることがわ

かった。つまり、 2歳時点に比べて 3歳時点の反抗や

自己主張への対短はかなり困難になっていることが示

唆される。これらの結果にもとづけば、母親の対処構

造の変化は必然的なものと考えられる。

4.子どもの震抗・自己主張の発達的変化が母親へ及

ぼす影響

最後に、加齢による子どもの反抗・自己主張の変化

が母親へ及認す影響を検討した。まず子どもの反抗・

自己主張尺度 7項目を因子分析したところ、 2因子が

抽出された。

2歳では fかんしゃくを起こしたりだだをこねて我

を通そうとするj、「ものを投げたり叩いたりけったり

して我を通そうとするj、[泣いて我を通そうとするJ、

f担父母や父親など甘い人に頼って自分の思い通りに

しようとするjの4項目〈第1国子〉と、日まっきりと

自分のやりたいことをいうj、打いやだ!Jとか「やるj

f欲しいjという主張を繰り返し続ける」、「蔑のいう

ことに耳を貸さず、自分の思った通りにし続けようと

するjの3項目〈因子 2)とに分かれた。第 l医子を

く洗練されない昌己主張〉、第2国子をく明確な主

張・意思表示>と命名した。

3歳では rrいやだけとか「やるJr欲しいjという
主張を繰り返し続けるj、「親のいうことに耳を貸さず、

自分の思った通りにし続けようとするj、「かんしゃく

を起こしたりだだをこねて我を通そうとするJ~ rもの
を投げたり叩いたりけったりして我を通そうとするj、

「泣いて我を通そうとするj、f祖父母や父親など甘い

人に頼って自分の思い通りにしようとする」の 8項目

(第 1因子〉と、「はっきりと自分のやりたいことをい

うJ(第2因子〉とに分かれた。第 1因子をく洗練さ

れない自己主張>、第21Z9子をく言語的自己主張>と

命名した。

さらに、次のような分析モデルによってパス解析を

おこなった。

子どもの反抗・自己主張一一→母親の対処

親 l偶感情/ノ
その結果、 2歳ではく洗練されない自己主張〉が「ま

つJ対辺ヘマイナスの効果を及ぼし、さらに母の否定

的感情を介して「力による統制j、「権威的j、fいいなりj

といった対処へ影響を及ぼしていた。く明確な主張・

意思表示〉は直接的に「子どもの立場J~ r交渉jといっ
た対処へ影響を及ぼしていた。

2歳
母親の対処

3歳 母親の対越

*p<.05， 索犬'p<'Ol，士会会jJ<.OOl

一一...30以上， 一一..20以上.30未;黄，
……ーマイナスの効果

Figure 5 反抗・自己主張が母親に及ぼす影響
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一方、 3歳ではく洗練されない自己主張>が重接的

に「力による統制j、「いいなりjといった対処へ、ま

たく洗練されない自己主張〉が母の否定的感情を介し

て「権威的j対処へと影響を及ぼしていた。

2議と 3議の自己主張の形態が異なること、それに

よって母親の惑J情や対処への影響の及ぼし方が異なる

ことがわかった。

全体的考察

本論の目的は、子どもの茨読・自己主張とそれに対

延する親の行動を、 2歳時点と 3歳時点とで比較検討

することであった。そのために 5つの検討課題を設定

したが、その分析結果を要約すると次のようになる。

反抗の程度は、 2歳では fいくらかjが最も多く、

これは反抗期の始まりを反映した結果と予誤.tlされる。

3歳でも「いくちかjが多いものの、激しい反抗が沈

静化した子どもたちの存在も示唆された。またどの年

齢においても約4割の子どもの反抗の程度は強いこ

とがうかがわれ、恒人差の大きいことが推奨jされる。

一方、自己主張は 2歳と 3歳とでは異なった様相を

みせ、 3援の子どもの8割以上が強い自己主張を示し

ていた。

3議時点における反抗・自己主張の変北についての

母親の評価は、反抗と自己主張では異なった。反抗は

5割が強まったと評価し、自己主張は7割が強まった

と評値した。

これらの結果より、発達的変化の持徴は自己主張の

強まりであることが推測され、さらに 3歳以蜂の自己

主張のゆくえを検討する必要があろう。

子どもが反抗的になる持(場面〉を集計した結果か

ら、 2歳では「子どもの行動を中断させようとする時J

が最多で、次いで fあるルールに従わせようとする時J

が多かった。これに対して 3歳では場面を特定でき

ず、むしろどのような場面でも反抗的になることが誰

測された。

子どもの自己主張の質的変化も明ちかにされた。 2

歳と 3歳の自己主張尺度の各項目の平均得点の検討

から、 2歳では、「かんしゃくを起したりだだをこね

て我を通そうとするjのに対し、 3歳の子どもは言語

発達によってより主張的になること、またストラテ

ジックな自己主張をすることが推測された。この変化

にいかに対応するかが、正に親側の課題となる。

3歳填になると、言語発達や認知発達が一層進展す

る。子ども艇の主張の意味や意国が、親{測には把握し
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やすくなると考えちれる〈高湊・渡辺・坂上・高辻・

野津、投稿中〉。このような理解をベースに、多くの

親は生活習慣の確立をめざして子どもの動機づけを高

めるようなかかわり方をするようになる(高婆・渡辺・

坂上・高辻・野濯、投積中〉。とはいえ、子どもはさ

まざまな言い訳をし、理屈をいうようになるから、簡

単には親のいうことにしたがわなくなる。そうだとす

れば、親註より否定的な惑需を喚起されることになり、

子どもへの対抱行動は 2歳時点よりも困難になるこ

とが予想される。

この予想、を裏づけるように、 3歳の母親は 2歳の母

親よりも多様な否定的感情をより強く感じていた。 2

歳の親は、子どもが乳児期から脱すること、すなわち

茂抗や自己主張に成長の証を感じている段階と考えら

れる。一方3歳では現実の生活の中で、親の対廷の範

囲をこえるような子どもの反抗や自己主張が展開され

ているものと誰澱された。

子どもの加齢による反抗・自己主張の変化は、母親

の実際の対処に影響を及ぼしていた。 3議の母親では、

子どもを説得するための対窓がとられている一方で、

強圧的な対応も 2歳より多く用いられていた。母親が

子どもの発達的変化に対処しようと試行錯誤する様相

がみてとれる。

母親の対処に関する項目群には、洗練された自己主

張を育てるとされる対応と反抗や自己主張を押さえ込

んでしまうとされる対応とがミックスされていた。加

齢によって母親の対応の構造が異なる可能性が示唆さ

れるため、 2歳と 3歳の母親の対処を因子分析によっ

て比較した。子どもの反抗・自己主張の強まりにした

がって、親の対処の構造はより明確になり、権威に従

わせる、力で統制する、子どもと交渉する、子どもの

立場を考患する、いいなり・放置するというパターン

に変化していた。

最後に、パス解析によって加齢ζよる子どもの反抗・

自己主張の変化が母親へいかなる影響を及ぼすのかを

検討した。発達的には、子どもの反抗・自己主張は言

語ζよる明確な自己主張とそれ以外のいわゆる洗練さ

れない自己主張とにわかれた。そして、洗練されない

自己主張が母親の否定的感情へと影響し、さらにその

感構を分して権威的対処へ影響を与えることが明らか

となった。 2歳においても、明確な主張・意思表示は

子どもの立場を考意した対処や交渉といった、子ども

の視点や親子双方の視点にもとづく対処を予瀕するこ

とが明ちかとなった。

本論では 2歳と 3歳での子どもの反抗・自己主張



と母親の行動の違いを明らかにしようとした。つまり

2時点間の梧違を検討したものであった。今後さらに

縦断データの特性を活かし、より因果関保を明薙にす

るような分析をおこなうことが必要である。

加えて、子どもの反抗や自己主張にも、親側の対処

にも信人差の存在が示唆された。親側の対処の留人差

は、子どもの反抗や自己主張の個人差を反映したもの

なのであろうか。あるいは高漬・渡辺(2006)が指摘

する子どもの扱いにくさや子どもの気質に対する親の

認知を反映しているのだろうか。さらに 1歳時点から

の追跡データの特徴を活かすような手法を用いて検討

したい。

一方、親の対処の留人差が、子ども側の変数とは独

立した母親をとりまく生態学的変数(例えば夫婦関擦

やソーシャルサポートの質など)との関祭も示唆され

る。先行研究(氏家・高護;1994)では、このような

変数の存在が子どもをとらえる母親の知覚をゆがめる

可能性も指揺されている。また、高漬・護辺 (2004; 

2006)からは、子どもの扱いにくさの認識が母親とし

ての昌己評艇を抵下させることや、扱いにくさを認識

する理由が子どもの年齢によって異なることが明らか

にされている。変数関の影響を考嘉した分析モデんに

よって、さらにこれらの課題を検討する必要があろう。

このような検討を加えることによって、より母親割

に焦点化した育児支援が可能になると考えられる。
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